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藤

原

雅
經

年

譜

武

藤

康

史

 
 
 
 
凡
 
例

一
、
本
稿

に
先
行
す
る
藤
原
雅
経
關
係
の
論
文

は
次

の
と
ほ
り
。

 
 
松
永
茂
雄

「
藤
原
雅
経
に
就
い
て
i

歴
史
派
風
に
ー

」

(『國
文
學
論

 
究
』
五
、

一
九
三
七
)

 
 
久
曾
神
昇

「
雅
経
傳
」

(『
崇
徳
天
皇
御
本
古
今
和
歌
集
』
所
牧
。
文
明
杜
、

一

 
九
四
〇
)

 
 
角

田
文
衛

「
義
経
と
刑
部
卿
頼
経
」
 
(『
古
代
文
化
』
二
十
八
ノ
四
、

一
九
七

 
六
。
の
ち

『
王
朝
の
明
暗
』
〔東
京
堂
出
版
、

一
九
七
七
〕
に
牧
む
)

 
 
松
尾
順
子

「
藤
原
雅
経
 
 
新
古
今
歌
壇

に
お
け
る
位
置
と
そ

の
交
友
關

 
係
ー

」
 
(『
甲
南
國
文
』
二
十
三
、

一
九
七
六
)

 
 
田
村
柳
萱

「
藤
原
雅
経

の
和
歌
活
動

と
そ
の

詠

歌

を

め
ぐ

っ
て
t

特

 
に
、
建
仁
元
年
新
古
今
集
撰
集
下
命

ま
で
を
中
心
に
ー

」
 

(『中
世
文
學
』

 
二
十
三
、

一
九
七
七
)

 
 
松
村
雄
二

「
飛
鳥
井
雅
経
と
藤
原
秀
能
」
(『
國
文
學

解
繹
と
鑑
賞
』四
十
四

 

ノ
十
、

一
九
七
九
)

二
、
本
稿

は
、
右

の
諸
論
な
ら
び
に
次

の
諸
書

の
お
蔭
を
蒙
り

つ
つ
草
し
た
も

の
。
あ

つ
く

お
ん
禮
申

し
上
げ

る
と
と
も
に
、

そ
の

一
く
に
つ
い
て
注
記

し
切

れ
な
か

つ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

 
 
多
賀
宗
準

『
玉
葉
索
引
 
付
 
藤
原
兼
實

の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九

 
七
五
)

 
 
今
川
文
雄

『
明
月
記
人
名
索
引
』
(智
音
書
房
、

一
九
七
二
)

 
 
御
家
人
研
究
會

『
吾
妻
鏡
人
名
索
引
』
(吉
川
弘
文
館
、

一
九
七

一
)

 
 
久
保
田
淳

『
藤
原
家
隆
集

と
そ

の
研
究
』
(
=
彌

井
書
店
、

一
九
六
八
)

 
 
久
保
田
淳

『
新
古
今
歌
人

の
研
究
』
(東
京
大
學
出
版
會
、

一
九
七
三
)

 
 
久
保
田
淳

『
新
古
今
和
歌
集
全
評
繹

』

一
r
九

(
講
談
杜
、

一
九
七
六
-

一

 
九
七
七
)

 
 
有
吉
保

『
新
古
今
和
歌
集

の
研
究
 

基

盤

と

構

成
』
(
三
省
堂
、

一
九
六

 
八
)

 
 
『
群
書
解
題

』
七
ー

十

(績
群
書
類
從
完
成
會
、

一
九
六
〇
1

一
九
六

一
)

 
 
『
和
歌

交
學
大
僻
典
』
(明
治
書
院
、

一
九
六
三
)

 
 
武
藤
康
史
編

『
明
日
香
井
集
歌
題
索
引
』
(
私
家
版
油
印
、

↓
九
八
〇
)

 
 

さ
ら
に
幾

つ
か
の
文
鰍

に
つ
い
て
は
文
中

に
し
る
し
た
。

三
、
主
た
る
依
接
資
料

の
出
典
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私
家
集

の
歌
は

『
私
家
集
大
威

』
(
明
治
書
院
)
に
依
り
、
同
書

に
用
ゐ
ら

 
れ
て
ゐ
る
歌
番
號
を

口
i
逡
]

の
や
う
な
形

で
示

し
た
。

集
の
名

を
特

に

 
し
る
さ
ぬ
と
き
は
す

べ
て
明
日
香
井
集
所
牧
歌
。

 
 
『
新
編
國
歌
大
観
』

一

(角
川
書
店
)

 
 
『
桂
宮
本
叢
書
』
十
四

(養
徳
肚
)

 
 
『
未
刊
中
世
歌
合
集

』
上
下

(
古
典
文
庫
)

 
 
山
田
清
市

・
小
鹿
野
茂
次

『
作
者
分
類
 
夫
木
和
歌
抄
』
(
風
聞
書
房
)

 
 
『
玉
葉
』
 
『
明
月
記
』
(
國
書
刊
行
會
)

 
 
阿
部
隆

一
解
題

『
振

り
假
名

つ
き

 

吾
妻
鏡

寛

永
版

影
印

』

(汲
古
書

 
院
)

 
 
石
田
吉
貞

・
佐
津
川
修

二

『
源
家
長
日
記
全
註
解

』
(
有
精
堂
)

 
 
『
三
長
記

』

『
山
梶
記
』

『
吉
記
』
(臨
川
書
店
)

 
 
『
猪
隈
關
白
記
』
(岩
波
書
店
)

四
、
[
不
載
]
は
明

日
香
井
集

に
見
え
ず
と

の
意
。

五
、
年
表

A
は

『
和
歌
文
學
大
僻
典
』
所
牧

「
年
表

」
を
、
年
表

B
は

『
新
古

今
和
歌
集
全
評
繹
』
第
九
巻
所
牧

「
新
古
今
時
代
文
化
史
年
表
」
を
、
そ
れ
ぞ

れ
あ
ら
は
す
。○

嘉

懸

二
年

(
一
一七
〇
)

こ

の
年

出

生

。

父
、

豚
)

一
歳

刑
部
卿
藤
原
頼
経
。

治
承
三
年

(
=
七九
) 

十
歳

母

、

大

納

言

、顎

雅
女

。 

(
尊
卑
分

一
月

五

日

 
叙

從

五

位

下

(
玉
葉

・
山
塊

記
、
た
だ
し
尊
卑
分
肱

・
公
卿
補
任

は
治

承
四
年
十

一
月
十

↓
日
の

こ
と
と
す
)。

養
和
元
年

(
=
八
議

旺
難

月
) 

十
二
歳

九
月
二
十
三
日
 
任
皇
太
后
宮
灌
大
進

(吉
記
)。

文
治
元
年

(=
八税
醒

獣

月
) 

十
六
歳

十

日
月
十
日
 
父

・
頼

経
、
源
義
経

の

「
腹
心
」
た
る

こ
と
露

顯

(
吾
妻
鏡
)。

十
二
月
六
日

源
頼
朝
、
頼
経

・
高
階
泰
経
ら
の
解
官
を
後
白
河

院

に

要

求

(吾
妻
鏡

)。

十
二
月

二
十
七
日
 
前
.項

の
要
求
、
京
都

に
到
着

(
玉
葉
)。

十
二
月

二
十
九
日
 
雅
経
、
任
近
江
守
。
頼
経

・
泰
経

の
配
流

決
定
。
泰
経
は

伊
豆
。
頼
経
の
配
流
地
は
無
記

(吉
記
)。

十
二
月
三
十
日
 
關
東
よ
り
文
書
到
着
。
泰
経

・
頼
経
を

「
早
可

レ被

レ慮
=遠

流

一、

一
人
伊

豆
、

一
人
安
房
云

々
」
と
要
求

(玉
葉
)。

文
治

二
年

(
二
八
六
) 

十
七
歳

嘲
月

七
日
 
京
都

よ
り
除
書

到
着
。
配
流
地
、
泰
経
伊
豆
、
頼

経
安
房
。
雅
経

の
名
も
あ
り
.

「
近
江
守
藤
雅
経

〔以
下
讐
行
〕

参
議
雅
/
長
給
」
(
吾
妻
鏡
)
。

繭
月
十
七
日
 
頼
経
、
流

人
と
し
て

「
巳
獲
向
了
」
(
玉
葉
)
。

三
月
二
十
九
日
 
泰
経

の
遠
流
、
中

止
。
泰
経
、

「
專
使
」
を
大
江
廣

元
に
迭

り
、

「
傍
廣
元

。
廻
二芳
情

一
。
申

二止
遠
流

一畢
」
(吾
妻
鏡
)
。

こ
の
月

頼
経
の
遠
流
、
中
止

(吾
妻
鏡
五
月
九
日
條
)
.

「
〔後
白
河
院
は
〕
十

一

月
政
攣

に
よ

っ
て
伊
豆
配
流
と
決
定

し
た
院
別
當
高
階
泰
経

の
庭
分
を
、
言
を

左
右

に
し
て
實
行

せ
ず
、
目
的
の
た
め
に
は

「
敢
て
制
法

に
拘
ら
ず

」
と
い
う

一20一



批
評
ど
お
り
の
暗
躍
を
開
始
し
た
L
(永
原
慶
二

『
源
頼
朝
』
岩
波
新
書
、 

九
圧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
久

八
年

(
=
九
七
)

八
)
。

文
治
五
年

(
二
八
九
) 

二
十
歳

二
月

二
十
二
日
 
頼
朝
、
吉
田
経
房

に
書
状
を
迭

る
。
頼
経

の
義

経
と
通
ぜ
る

こ
と
、
ふ
た
た
び
露
.顯

(吾
妻
鏡
)
。

三
月
十

口
日
 
頼
経
、
伊
豆

に
配
流

(大
日
本
史
料
所
引
仲
資
王
記
)
。
雅
経

の
兄

・
宗
長
、
解
官

(尊
卑
分
豚
)
。

こ
の
こ
ろ
 
松
永
氏
、
當
時
の
雅
経
を
示
唆
す
る
文
献

と
し
て
、
古
今
著
聞
集

巻
第

一
神
祇
第

一
「
二
條
宰
相
雅
経
賀
茂
肚

に
日
参
し
て
利
生
を
蒙

る
事
」
の

條
な
ら
び
に
拾
遺
風
躰
和
歌
集
所
牧
雅
経
歌
詞
書

(
夜
な
く

か
も
へ
百
日
ま
い

り
て
侍
け
る
こ
ろ
千
と
り
の
な
く
を
き
x
て
/
雅
経
/

人
知
れ
ず
思
ふ
心
の
友
千
ど
り

な
き
こ
そ
わ
た
れ
か
も
の
か
は
ら
に

〔績
群
書
類
從
本
〕
)

[
こ
の
歌
、
明
日
香
井
集

不
載
]
を
掲
げ
、

「
勿
論
、

傳
説

に
過
ぎ
な

い
け
れ
ど
も

」

と
留
保
し
つ
つ
も

「
〔雅
樫
が
〕
當
時

は
宿
無

し
同
然
の

惨
境

に
あ

つ
た
と

云
ふ
の
は
事
實

で
あ
ら

う
。
」
と
推
定
。
二
文
鰍
、
年
記
な
し
。
雅
経
、
 
(文
治
元
年
任
近
江
守
の
の
ち
)

父
配
流

・
兄
解
官
の
折
も
解
官

の
記
事

な
し
。
な

ほ

一
考

の
絵
地
あ
ら
ん
。

こ
こ
薮
年
の
う
ち
 
鎌
倉

へ
赴
き
、

網
別
記
建
久
八
年
二
月
二
十
五
日
條
)
。

建
久
六
年

(
二
九
五)
 

二
十
六
歳

こ

の

こ
ろ

詠
)
。

頼
朝

の
猶
子
と
な
る

(大
日
本
史
料
所
引
革

結
婚
か

(
久
曾
紳
氏
の
推
定
に
從
ふ
)
。
室
、

大
江
廣
元
女

(尊
卑
分

一十
八
歳

一
月

七
日
 
後
鳥
羽
天
皇
よ
り
、
上
洛
す
べ
し
と
の
教
書

到
着

.
雅
経
、

「
懐

土
之

心
更
驚
目
」
。
頼
朝
も
、
参

る
べ
し
と

の
教

書
を
あ

た
ふ
。

鳳
月
十

[
日
 

「
女
房

〔以
下
讐
行
〕
刑
部
卿
/

三
位
局
」

よ
り

「
早
」
く
上

洛
す
べ
し
と

の
教
書
到
着
。

二
月
三
日
 
饒

別
蹴
鞠
會
あ
り

.

二
月
四
日
 
鎌
倉

を
立

つ
。

二
月

十
九
日
 
京
都

に
着
く
。

二
月

二
十
日
 
昇
殿
を
聴
す
由
を
告
げ

ら
れ
、
蹴
鞠

に
参
れ
と
命
ぜ
ら
る
。
旅

の
疲

螢
を
理
由

に
猶
豫

を
乞

ふ
。
蹴
鞠

に
参

れ
と
の
命
、
た
び

た
び
あ
り
。

二
月
二
十
五
日
 
拝
賀
。
後
鳥
羽
天
皇

に
謁
す
。
帰
途
、

「
兵
衛
尉
信
綱
」
追

ひ
來

り
、
蹴
鞠

に
参

上
す

べ

し

と

命

ず

(「
早
改
装
束
、
爲
御
鞠
急
可
令
蹄
参
云

云
」)
。

「
武
衛
宿
所

〔以
下
讐
行
〕
二
條
南
堀
/
川
東
角

」
に
て
装
束
を
改

め
、

蹴
鞠

に
参
ず
。
後
鳥

羽
天
皇

・
信
雅

・
宗
長

・
知
光

・
隆
清

・
有
雅

。
雅
経

.

源
重
幸
ら
の
名
あ
り
。

入
御

の
の
ち
承
仁

法

親

王

(見
謹
)、

「
無
失
禮
、
尤

伸
妙
也
、
明
日
者
無
揮
可
齪

〔校
訂
者
傍
注

(
出
力
と

仕
也
、

且
御
氣
色
也

云

云
」
と
雅
経
を
賞
讃
し

二
月

二
十
六
日
 

蹴
鞠
の
た
め
参
内
。
妙
技

に
よ

り

満

座

を

「
騒
動
」
せ
し

む
。 
「
頻
有
叡
感
之
氣
」
。
承
仁
法
親
王

(見
誼
)
も

ふ
た
た
び
賞
讃

(「
今
日
入

壽
尤
紳
妙
也
」)
。
以
上
、

一
月
七
日
以
降

の
典
捺

は
す

べ
て
大
日
本
史
料
所
引
革

菊
別
記
。
な
ほ
源
家
長
日
記
冒
頭

の

一
部
分

(年
記

・
日
付
な
し
)
を
、 

『
全
註

解
』
は

こ
の
二
月
二
十
五
日
・
二
十

六
日

の
こ
と
と
解
す

(
同
書
十
三
ペ
ー
ジ
)
。

子
細

に
こ
れ
を
見

る
に
符
合
せ
ぬ
事
柄
多
し
。

こ
れ
以
降
、
雅

経
た
び
た
び
蹴

鞠

に
参
ぜ
る
も
の
な
ら
ん
。
家
長
日
記

こ
の
部
分
、
別
時
な
ら
ず

や
。
今
、
特

一21一



定

し
難
し

.

四
月
十
九
日
 

臨
時
御
會
御
遊

に
て
箏
築
を
所
作

(御
遊
抄
)
。

四
月
二
十
日
 
朝
観
行
幸
御
遊

に
て
箏
簗
を
所
作
。

ま
た

こ
の
日
以
前
、
侍
從

に
任
ぜ

ら
る
る
か
 
(猪
隈
關
白
記
こ
の
日
の
條
に

「
侍
從
雅
経
璽
簗
」
と
見
ゆ
。
尊

卑
分
詠

・
公
卿
補
任
は
雅
経
の
任
侍
從
を
本
年
十
二
月
十
五
日
と
す
)。

建
久
九
年

(
=
九
八
) 

二
十
九
歳

一
月
五
日
 
叙
從
五
位
上

(奪
卑
分
肱

・
公
卿
補
任
お
よ
び
明
月
記
翌
日
條
)
。

融
月
十

一
日
 
後
鳥
羽
天
皇
譲
位
。

「
院
殿
上
人
」
の

一
人
と
し
て
雅
経

の
名

あ
り

(三
長
記
)
。

二
月
三
日
 
院

の
西
郊
女
院

へ
の
御
幸
に
供
奉

(明
月
記
)
。

一
一月
十
四
日
 
院

の
八
幡
御
幸

に
供
奉

(明
月
記
)。

五
月
一
一十
日
 
鳥
羽
百
首
を
詠

み
始
む

[Ni

℃
呂
。

正
治
元
年

(=
九九鞍

謎

甥

) 

三
十
歳

三
月

十

七

日
 

院

の
大

内

南

殿

へ
の
御

幸

に
供
奉

。

範

光

と

贈

答

(源
家
長
日

記
)
 

[疑

こ
ー

鵡

]
。

家

長

日
記

に

は

「
や

よ

ひ

の
廿

日
比

」

と

の
み

。

日
付

は

[鋸

自

]

詞
書

に

よ
る

。

な

ほ

こ

の
日

は

「
は
な

さ

か

り
す

き

て
、
道

も

さ

り
あ

へ
す

こ

ほ
れ

お

つ
」

(
家
長
日
記
)

と

の
由

、

ち

な

み

に

漏

開

は

十

五

日

(猪
隈
関
白
記

)。

三
月

十

八
日
 

「
き

の
ふ

の
御

幸

の
事

を

お
も

ひ

て
」
詠

歌

[」
恥
」恥
]
。

九
月

四

日

 
五

十

首

和

歌

を
詠

む

[。。㎏
。。-

軌
。。
]
。
十

首

不

足

。
他

と

の
重
複

↓

首

[c。
ミ

巨
○。q
11

竈
N
c。]
、

こ

の

こ
ろ

 

長
男

教

雅

出

生

か

(
久
轡
榊
氏
推
定
)

正
治

二
年

(
三
〇
〇
)
 

三
十

一
歳

七
月

當

座
三
首
歌
合
。

一
首
あ
り

(
夫
木
抄

「塙
」)
 
[不
載
」
。

九
月
十

二
日
 
仙
洞
十
人
歌
合

曽
電
℃i
蜘
。。]
。

九
月
三
十
日
 
院
當
座
歌
合

[峯
恥
℃ー
亀

]。

九
月
 
玉
津
嶋
會

冒
亀
q
鵡

。。
]
。

十
月

一
日
 
院
當
座
歌
合

[
さ
凝
ー
窓
]
。
明
日
香
井
集
に
は

「
同
歌
合
 
同
+

旦

日
 
常
座
」
冒
O
竃
ー
心
』
、

「
同
歌
合

 
同
+
一
月
」
口
O
農
ー
念

] 

と
あ

る
も

「
正
治
二
年
十
月

一
日
歌
合
當
座
」

(
績
群
書
類
從
)
は
冒
O凝
ー
念

]
を
の
み
牧

む
。

た
だ
し
雅
経
の
名

な
く
、
冒
O
凝
]
侍
從
隆
蕨
、

冒
ミ
呂

宗
長
、

口
農
q
]

隆
祐

と
あ
り
。
雅

経
の
出
座

は
確
か

(
明
月
記
)
。
歌
合
本
文
、
作
者
名
を
誤
る

か
。
あ
る

い
は
明
日
香
井
集
、
兄
宗
長
ら
の
歌

を
窟
入
せ
る
か
。
今

か
り

に
前

者

と
見
る
。
明

日
香
井
集
詞
書

は
な

ほ
不
審
。

十
月

八
日

皇
子
御
行

始
。
殿
上
人
の

一
人

と
し
て
雅

経

の

名

あ

り

(
明
月

記
)
。

十

職
月
八
日
 
源
通
親
家
影
供
歌
合

冒
衰
N
「
亀
]
。 

群
書
類
從
本
明
日
香
井

集

は

「
十
二
月

八
日
」
、
年
表
A
も

こ
れ

に
從

ふ
。

明
月
記

に
は
十

一
月
八
日

條

に
該
當
記
事
あ
り
。
私

家
集
大
成
本

明
日
香
井
集
詞
書
を
取

る
。

十

二
月
二
十
三
日
 

院

の
水
無
瀬
殿

へ
の
御
幸

に
供
奉
。
定
家
、
雅
経

の
船

を

見

て
乗
り
移
り
、

「
相
共
参
進
」
(
明
月
記
)
。

十

二
月
二
十
五
日
 
仁

王
會

に
参
ず

(
明
月
記
)。

十

二
月

二
十
八
日
 
石
清

水
吐
歌
合

冒
ミ
c。-
詣
]
。
詞
書

に
は
年

の
み
。
和
歌

合
略
目
録

に
依

る

.

十
月
な
い
し
十

二
月

 
正
治
二
年
院
第

二
度
百
首

[壌
i
這
と

、

詞
書

に
は
年

の
み
。
群
書
解
題

に
依

る
。
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建
仁
元
年

(
三
三
柾
鍛
旺
聾
ル
月
) 

三
十
二
歳

一
月
二
十

八
日
 
影
供
歌
合

冒
象
恥
ー
訟
]
。 

和
歌
略
合
目
録

に
は

一
月
十
八

日
と
あ

り
。

一
月

二
十
九
日
 
兼
越
前
介

(公
卿
補
任
)。

任
右
少
將
 

(公
卿
補
任

・
尊
卑
分

豚
)。

二
月

八
日
 
院
十
首
和
歌
會

。
有
吉
保
氏
藏
本
存

し
、
雅
経

の

「
新
出
歌

」
十

首
あ
る
由

(
田
村
氏
)
。

二
月
十

二
日
 

老
若
五
十
首
歌
合
を
奏
覧

[。。亀
ー
£
。。]
。

後
鳥
羽
院
御
集

に

は

「
十
六
日
十
八
日
雨
日
有
/
評
定
被
付
勝
負
」

(
讐
行
注
)
と
あ
り
。

二
月
中
旬
以
降

 
關
東

へ
下
向

(次
項
よ
り
推
定
)

三
月

二
十
日
 
蹄
洛

(明
月
記
。
下
同
時
期
不
載
)。

三
月

二
十

一
日
 
出
京

(明
月
記
)
。
翌
日
ま
で
に
は
蹄
京
か
。

三
月

二
十

二
日
 
新
宮
撰
歌
合
に
詠
進

の
命

、
定
家

に
あ
り

(
明
月
記
)。
雅
経

に
も
あ
る
か
。

三
月

二
十
八
日
 
翌
日
の
撰
歌
合

の
た
め
参
院
。
定
家
ら
と
と
も
に
歌

を
撰
ぶ

(
明
月
記
)。

三
月

二
十
九
日
 
新
宮
撰
歌

合

冒
象
q
ー
軌
。。]
。
右
方
講
師
を
務
む

(群
書
類
從

本
該
歌
合
、
明
月
記
)
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
注
1
)

三
月
以
降
 
三
百
六
十
番
歌
合
成
立
。

雅
経
歌
十
三
首
を
探

る

(
田
村
氏
、
本

歌
合
に
雅
経
の

「
新
出
歌
」 

一
首
あ
り
と
指
摘
さ
る
る
も
、

該
當
歌
は
明
日
香
井
集
所

牧
歌
と
初
句
の
二
字
が
異
る
の
み
。
異
文
な
ら
ん
)。

成
立
時
期

は
峯
村
文
人

「
三

百
六
十
番
歌
合
 
 -
成
立
時
期
と

和
歌
史
的
意
義
ー

」
 

(『小
樽
商
大
人
文
研

究
』
五
、

一
九
五
三
)
に
依
る
。

春
こ
ろ

秀
能
と
百
首
歌
を
詠
む
。
如
願
法
師
集

[恥瓜
c◎
]
に
 
「
建
仁
元
年
春

比
、

二
條
前
宰
相
雅
羅
少
將
と
申

し
時
、

と
も
な
ひ
て
百
首
歌
よ
み
侍
し
時
、

春

た

っ
こ
瓦
ろ
を
」
と
あ
る

に
依

る

[不
載
]
。

四
月
二
十
六

日
 
鳥

羽
院

に
て
和
歌
會
。

御
遊

あ
り
。

雅

経
、

箏
簗
を
所
作

(
明
月
記
)。
和
歌
會

の
内
容
は
未
詳
、
[
不
載
]
か
。

四
月

三
十
日
 
鳥
羽
殿
影
供
歌
合

[ミ
亀
よ

凶

。
當
座
歌
合

[NO
q
鋤
i
q
心
]
。

六
月
六
日
 
定
家
、

(千
五
百
番
歌
合
の
た
め
の
)
百
首
歌
詠
進

の
命

を

受

く

(
明
月
記
)。
雅
経

に
も

こ
の

こ
ろ
あ
る
か
。

六
月

十

一
日
 
定
家
、
前
項

の
百
首
歌

を
詠
進
。
雅
経
も

こ
の
こ
ろ
か
。

六
月

三
十
日
 
院
當
座
御
會

[さ
ま
]
。

七
月

一
一十
七
日
 
和
歌
所
置
か
れ
、
寄
人

に
召
さ
る

(明
月
記
、
源
家
長
日
記
)。

當
座
和
歌
會

冒
象
q
]
。

八
月

三
日
 
和
歌
所
影
供
歌
合

冒
ま
N
ー
鳶
]
。

八
月

十
三
日
 
定
家
、
十
五
夜
撰
歌
合
の
歌

を
献
ず

(
明
月
記
)
。
雅
経
も

こ
の

日
ま

で
に
詠
進

か
。

八
月

十
四
日
 

和
歌
所

に
て
撰
歌
。
雅
経
、
右
方

の
撰
定

に
從
事

(明
月
記
)。

八
月
十
五
日
 
撰
歌
合
、
披
講

[N
ON
恥
-
N
c◎]
。
左
方
講
師
を
務
む

(明
月
記
)。

こ
の
あ
と
當
座
歌
合
あ
り

(
明
月
記
)
n不
載
]
 

(
明
日
香
井
集
に
は
撰
歌
合
に
次

い
で

「
仙
洞
歌
合

同
霜
座
」

冒
O
N
矯1
0。
昌

の
歌
群
あ
る
も
、
場
所
、
題
と
も
異
る
。

こ
の
仙
洞
當
座
歌
合
に
つ
い
て
未
詳
)
。

九
月
十
三
日
 
和
歌
所
影
供
歌
合

[ミ
〒

象
]
。

十

旧
月
三
日
 
新
古
今
撰
進

の
命
、
下
る

(
明
月
記
、
源
家
長
日
記
)
。

十

一
月

二
十
三
日
 
明
月
記

に

「
雅
経
遅
参
」
の
記
事
あ
り
。

十

膚
月

二
十
七

日
 
第

二
親
王

の
仁
和
寺
渡
御

に
供
奉

(明
月
記
)
。

十

二
月

二
日
 
鳥
羽
殿
影
供
歌
合

[さ
cO
軌ー
c。N
]
。

十

二
月

二
十
八
日
 

石
清

水
杜
歌
合
。

『
未
刊
中
世
歌
合
集
』
上

に
本
文

(
残
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閾
)
を
牧
む
。

一
首
あ
り

[
不
載
]
。

こ
の
年

秀
能
と
佳
吉
に
参

じ
、

詠
歌

。

如
願
法
師
集

[£
呂

詞
書

に

「
建

仁

元
年
二
條
前
宰

相
雅
経
少
將

と
申
時
佳
吉

に

ま

い
り
て

寄
よ
み
侍

し
時
祉
頭

述
懐

と
い
ふ
こ
と
を
」
と
あ

る
に
依
る
。
明
日
香

井
集

に
か
か
る
成
立
事
情
し

る
せ
る
歌
な
し
。

こ
の
と
き

の
歌
、

[不
載
]
か
。
し
か
る
に

「
肚
頭
述
懐
」

の

題

を
有
す

る
歌
、
明
日
香
井
集

に
二
箇
所
あ
り
。

一
つ

[自
"
q
]

は
成
立
時
期

明

記
さ
る
。

一
つ

[嵩
。。心
ー
。。q
]
は
歌
題

の
み
。
成
立
時
期

・
成
立
事
情
無
記

(配
列
か
ら
も
計
り
難
し
)。
後

者
、
こ
の
と
き

の
作

か
と
推
定

せ
ら
る
。

建
仁

二
年

(
三
〇二
) 

三
十
三
歳

闇
月
五
日
 
叙
正
五
位
下

(公
卿
補
任
、
尊
卑
分
豚
)
。

一
月
六
日
 
参
院

(
明
月
記
)。

一
月
十
三
日
 
和
歌
所
年
始
歌
會

[さ
。。
。。i
℃
S
。

二
月
十
日
 

和
歌

所
影
供
歌
合

冒
o
遭
i
遼
]
。
講
師
を
務
む

(明
月
記
)。

三
月
二
十

二
日
 
三
禮
和
歌
會
。 
「
所
螢
」
を
理
由

に
不
参

(明
月
記
)。

七
月

二
十
日
 
定
家
ら
、
十
六
日
よ
り
院

に
随

つ
て
水
無
瀬

に
滞
在
。

こ
の
日

寂
蓮
逝
去
を
聞
き

「
哀
働
之
思
」
を
禁
じ
え
ず

(明
月
記
)
、
雅
経

と
購
答

(
源

家
長
日
記
)
冑
亀
恥1

℃』

。

八
月
十
五
日
 

二
條
殿
影
供
歌
合

冒
◎
凝
ー
℃
巳
。

八
月

二
十
五
日
 
百
首
歌
を
詠
む

憲
凝
r
恥
。。◎
]
。

一
首
重
複

[恥
N
c◎
"
N
』馳
恥
]
。

八
月

二
十
九
日
 
定
家
、 

(水
無
瀬
殿
懸
十
五
首
歌
合
の
た
め
の
)
題

を

院
よ
り

給

ふ
。

八
月

三
十
日
 
定
家
、
前
項

の
和
歌

を
清
範

の
許

に
途
る

(
明
月
記
)。
雅

経
も

こ
の
こ
ろ
か
。

九
月
十

日
 
定
家
、
水
無
瀬

に
着
く

(明
月
記
)。
雅
経
も
こ
の
こ
ろ
か
。

九
月
十
三
日
 
水
無
瀬
殿
懸
十
五
首
歌
合
、
披
講

[さ
ミ
ー

謡
こ
]
。 
次

い
で

當
座
歌
會

[N
嵩
馳ー

N心
]
。
隠
題

冒
鳶
い
]
、
折
句

冒
こ
q
]
あ
り

(明
月
記
)。

九
月

二
十
六
日
 
若
宮
撰
歌
合

[N
N◎
恥
糟 
N
N
N
N
]
。

九
月

二
十
九
日
 
水
無
瀬
櫻
宮
十
五
番
歌
合

[自
O
釣

自
N
昌

(若
宮
撰
歌
合

.

水
無
瀬
櫻
宮
十
五
番
歌
合
と
も
に
水
無
瀬
殿
懸
十
五
首
歌
合
か

ら
の
撰
歌
合
。

題

・
歌

は
同

↓
。
剣

・
到
詞
の
み
異
る
)
。

こ
の
年

内
裏
詩
歌
合
。

一
首
あ
り

(夫
木
抄

「花
」
)
[不
載

]
。

建
仁

三
年
 

(
三
〇
三
) 

三
十
四
歳

噛
月
十
五

日
 

京
極
殿
初
度
和
歌
會
。
雅
経

・
定
家
ら
は
病

に
よ
り

不
参

(明

月
記
)
。

日
月

二
十
五
日
 
院
御
會

[N
自
N
]
。

二
月

二
十
日
 
近
衛
家
實
、
翌

日
の
春

日
祭
の
た
め
、

「
陪
從
装
束

六
具
」
を

雅
経
の
許

に
邊

る

(猪
隈
關
白
記
)。

二
月
二
十
四
日
 
雅
経
と
具
親
、
定
家

の
許

を
訪
れ
、
定

家
を
誘

ひ
大
内

へ
花

見

に
赴
く

(明
月
記
)。

「
み
は
し
の
程

に
ま
と
ゐ
し
て
、

連
歌

な
と
し
侍

て
、

や
か
て
お

の
く

歌
を
よ
む
」
(源
家
長
日
記
)
。
定
家

ほ
か

二
人
の
歌
、

家
長

日
記

に
見
ゆ
。
雅
経
歌
見

え
ず

[不
載
]
。
蹄
途
雅
経

は
箏
簗
を
奏

す

(明
月
記
、

源
家
長
日
記
)
。

三
月
三
日
 
雅
経
、
春
宮

に
て
定
家
と

「
深
更

」
ま
で

「
清
談

」
(明
月
記
)。

三
月
十
日
 
参
内

(明
月
記
)。

五
月

二
十
七
日
 
法
勝
寺
八
萬
四
千
基
塔
供
養

に
供
奉

(明
月
記
)
。

六
月
十
日
 
定
家
、

家
長
よ
り

(和
歌
所
影
供
歌
合
の
)
題

を

迭

ら

る

(明
月

記
)
。
こ
の
こ
ろ
雅
経
に
も
あ
る
か
。

六
月
十
六
日
 
和
歌
所
影
供
歌
合

(『未
刊
中
世
歌
合
集
』
上
)。
三
首

あ
り

「
不
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載

]。
次

い
で
當

座
御
會

(明
月
記
)
嘗
こ
中
-
這
]
。

七
月

十
五
日
 
八
幡
若
宮
撰
歌
合

(群
書
類
從
)
。

皿
首
あ
り
[
不
載
]
、

八
月

[
日
 
良
経
邸

に
て
詩
歌
合
あ

る
も
不
参
、

「
今

一
人
雅
経
、
豫
迭
御
教

書
、
構
他
行
由
逃
隠
、
傍
被
入
保
季
」
 
(
明
月
記
)。

八
月

六
日
 
定
家
、
清
範

よ
り
、
俊
成
九
十
賀
の
屏
風
歌
を
詠
進
す
べ
し
と
の

奉
書
を
受
く

(
明
月
記
)
。
こ
の

こ
ろ
雅
経

に
も
あ

る
か
。

八
月
十
四
日
 
定
家
、
九
十
賀
屏

風
歌
を

「
今
日
」
詠
進
せ
よ
と

の
仰

せ
を
受

け
、

「
午
終
」
和
歌
所

に
持
参
。
院

に
見

せ
る

(明
月
記
)
。
雅
経
も

こ
の
日
ま

で
に
詠
進
か
。

八
月
十
五
日
 
屏
風
歌
撰
定

(明
月
記
)
。
雅
経
歌
は
冒
鵡
〒
山
出
。
う
ち

一
首

重
複

[N
N㎏
恥
"
恥
N
cO]
。
次

い
で
當

座
歌
合

(明
月
記
)
[自
誌
～
笥
q
]
。

十

階
月

二
十
三
日
 

俊
成
九
十
賀
宴
。
前
項
の
屏
風
歌
か
ら
さ
ら
に
十

二
首

(各
題

一
人
)
、
撰
ば

る
。

[自
鍵

]
入
撰

(
源
家
長
日
記
)
。
次

い
で
御
遊
。
 
箏
簗

を
所
作
(源
家
長
日
記
、
後
京
極
撮
政
良
纒
公
記
)。引
き
績
き
歌
會

(
源
家
長
日
記
)
。

一
首
あ
り
[
不
載
]
。

十

闘
月

二
十
五
日
 

試
樂

に
参
ず

(明
月
記
)
、

十

印
月

二
十
六
日
 
参
内

(
明
月
記
)
。

三
月
ま
た
は
七
月
 
長
柄

の
橋
柱

の
き
れ

に
歌
を
添

へ
院
に

獄

ず

(
源
家
長
日

記
)
。

一
首
あ

り
[不
載
]
。
時
期

は

『
源
家
長
日
記
全
註
解

』
の
推
定

に
依
る
。

元
久
元
年

(
三
〇
四誰
忙
昭
雌
L
月
)

三
十
五
歳

五
月

二
十
日
 
院
、
春

日
紘
に
和
歌
を
鰍
ず
。
雅
経
、

そ
の
使
を
務

め
裏
紙

に

自
詠
を
書
き
添

ふ

[Nq
心
鱒
]
。

七
月
十
七
日
 
若
宮
百
日
の
儀
。
箏
簗
を
所
作

(明
月
記
)
。

七
月

二
十
八
日
 

新
古
今
集
夏
部

の
撰
歌
終

る
。
「
雅
樫
殊
遅
参
」
(
明
月
記
)。

八
月

十
五
日
 
初
度
和
歌
會

に
出
座

(
明
月
記
)
[不
載
]
。 
次

い
で
當
座
和
歌

會

[こ
恥N
」
、

十

一
月
十
日
 

(和
歌
所
に
て
)
春

日
肚
歌
合

(
明
月
記
)
[こ
恥
。。ー
心
O
]
。
奉

納

は
十
三
日

(
詞
書
の
日
付
は
十
三
日
)
。

十

噛
月
十

隔
日
 

北
野

肚
歌
合

ロ
ミ

軌ー
N
N
]
。

詞
書
は

「
建
久
元
年
十
月

廿

一
才
」
。
群
書
類
從

所
牧
歌
合
本
文

に
從

ふ
。

た
だ
し
、

明
月
記

に
は

こ
の

日
歌
合

の
お

こ
な
は
れ

た
る
形
 

な
し
。 

『
新
古
今
和
歌
集
全
評
繹
』
、

日
付

を
疑

ふ
。

「
或

い
は
、
 
『
春

日
肚
歌
合

』
披
講
直
後

の
當
座
三
首
題
を
歌
合

と

し
た
の
で
は
な

い
で
あ

ろ
う
か
」

(
第
四
巻
五
八
七
ペ
ー
ジ
)
。

十

一
月
十
三
日
 
春

日
肚

へ
の
和
歌
奉
納

に
供
奉
。
 
(明
月
記
)
。

元
久

二
年

(
三
霊
) 

三
十
六
歳

嗣
月
五
日
 
参
内

(明
月
記
)
。

口
月
六
日
 
夜
、
定
家
を
訪

ふ

(
明
月
記
)。

一
月
九
日
 
千

日
影
供
百
首
和

歌
を
詠
み
始
む

[鎗
cOー
心
N
℃
]
。

噛
月

二
十
九

日

兼
加
賀
灌
介

(公
卿
補
任
)
。
尊
卑

分

詠

は

「
加

賀

介
」
と

す
。
明
月
記
、 
「
加
賀
灌
介
」

と
し

「
加
賀
介

」
は
別
に
あ
り
。
公
卿
補
任

に

從

ふ
。

三
月
十
三
日
 
院
、
日
吉

駐
に
和
歌
三
十
首
を
献
ず
。
雅
経
、

使
を
務

む

(明

月
記
)
。

三
月
十
八
日
 
定
家
、
和
歌
所

へ
赴
く
。
雅
経
も
出
席

(
明
月
記
)
。

三
月

二
十
六
日
 
新
古
今
集
寛
宴

[自
心
N]
。

四
月

二
十
九
日
 
定
家

・
慈
圓

・
長
兼
、

良
経
邸

に
て

「
終

日
雑
談
」
。
元
久

詩
歌
合

の
襲
端
。
定
家
、
題

・
歌
人
を
任
さ
れ
退
出
。
題

・
歌
人

を
決

め

「
以

書
状
少

々
燭
迭
了

」。
雅
経

の
名
あ
り

(
明
月
記
)
.
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五
月

闘
日
 
雅
経
、
定

家
を
訪

ふ
。 
「
昨

口
途
題
之
庭
無
返
事
、
念

々
之
聞
解

怠
之
由
所
謝
也

」
(
明
月
記
)
.

六
月
十
五
日
 
元
久
詩
歌
合

[自
竃
-
容

]
。

明

日
香
井
集
詞
書
、
群

書

類

從

所
牧
歌
合
本
文
、

と
も

に
日
付

を
歓
く
。
明
月
記
六
月
十
三
日
條

「
詩
歌
合
明

後

日
云

々
」
よ
り
推
定

(群
書
解
題
に
依
る
)
。

七
月

十
七
日
 
定
家
、
(
の
ち
の
北
野
宮
歌
合
の
)
題
を
あ

た

へ
ら
る

(明
月
記
)
。

雅
経

に
も
あ
る
か
。

七
月
十
八
日
 
北
野
宮
歌
合

冒
暖
◎
ー
琵
]
。

詞
書
は
七
月
十
九
日
と
す
。

後

鳥

羽
院
御
集

・
和
歌
合
略
目
録

の
日
付

に
從

ふ
。

九
月
九

日
 
百
首
和
歌
を
詠

み
始
む

冠
。。O
ー
給
N
]
。

十
月

八
日
 
定
家

ら
と
嵯
峨
野

に
遊
び
詠
歌

(
明
月
記
)
[不
載
」
、

建
永
元
年

(
三
〇三
4
核
恒
畔
姻
危
)

三
十
七
歳

幽
月
六
日
 
叙
從
四
位
下

(公
卿
補
任

・
奪
卑
分
豚
ビ

鱗
月
十

唱
日
 
高
陽
院
歌
合

冒
辰
℃
]
。
後
鳥
羽
院
御
集

は

「
高
陽
院
御
會
」
と

す
。

「
月

十
三
日
 
還
任
左
少
將

(公
卿
補
任
)
。

家
長
と
贈
答

(源
家
長
日
記
)
。

一

首
あ

り

[不
載
]
。

嗣
月
十
七
日
 
爲
家
加
階

に
つ
き
定

家
と
贈
答

冑
亀
証

℃
]
。

三
月

二
十
八
日
 
任
大
臣
節
會

に
て
筆
策
を
所
作

(御
遊
抄
)
。

七
月
十
日
 
定
家
、 

(
の
ち
の
卿
相
侍
臣
歌
合
の
)

歌
題
を
あ
た

へ
ら

る

(
明
月

記
)。
雅
経

に
も
あ

る
か
。

七
月
十
一二
日
 
定
家

・
雅
経

・
家
隆

・
有
家

・
具
家

(
卿
相
侍
臣
歌
合
で
の
右
方

作
者
)、
和
歌
所

に
参
じ
、
(歌
合
所、
の
勝
利
を
願
ふ
)

「
住
吉
願
書
」

を
書
く
。

「
五
人
連
署
」
。
雅
経
、
杜
頭

に
奉
る

「
使
者
」

と
な
る
こ
と

に
決
る
。

や
が

て

「
五
人
参
會
由
」、
院

に
傳
ほ

り
、
た
だ
ち
に
當
座
題

を
あ

た

へ
ら

る

(
明

月
記
)
。
こ
れ
が

「
和
歌
所
當
座
歌
合
」
(和
歌
合
略
目
録
)

[鳶
題
ー
給
」
。
詞
書

の

「
院
當
座
歌
合
」
は
誤

な
ら
ん
。

七
月
十
七
日
 
定
家

・
其
家

・
有
家

・
家

隆
、

雅
経
邸

に
會

し
、 

「
各
見
合

歌
」
(
明
月
記
)
。

七
月

二
十
日
 
雅
経
、
定
家
を
訪

ふ
。 

「
藤
少
將
來
臨
、 

「以
下
讐
行
〕
歌
事

也
」
(明
月
記
)
。
「
本
歌
合

の
歌
を
定
家

に
下
見
し
て
も
ら

っ
た
の
で
あ

ろ
う
」

(『
新
古
今
和
歌
集
全
評
澤
』
第
二
巻
、
三
三

一
ペ
ー
ジ
)。

七
月

二
十
五
日
 
卿
相

侍
臣
歌
合
、
披
講

(明
月
記
)
[謡
訟
「

軌
軌
]
。

七
月

二
十
八
日
 
和
歌
所
當
座
歌
合

[嵩
ま
ー
領
QO]
。
詞
書

に
「
院
當
座
歌
合
」

と
あ
る
を
後
鳥
羽
院
御
集

・
拾
遺
愚
草
な
ど

に
依

り
て
改

む
。

八
月

國
日
 
卿
相
侍
臣
嫉
妬
歌
合

冒
ま
℃-
亀
]
。

明
日
香
井
集

・
後
鳥

羽
院

御
集

・拾
遺
愚
草
な
ど
の
詞
書
、
「
八
月
」
と

の
み
。
日
付
な
し
。
明
月
記
、
八
月

一
日
條

に
「
遍
懐
三
首
、
師
詠
進
」
と
あ

る
も
歌
合
披
講
の
記
事

は
な
し
..
た
だ

し
題

「
遠
懐
」

は
卿
相
侍
臣
嫉
妬
歌
合

に

一
致

、

年
表

A
、

南
者

を
別

に
扱

ふ
。 
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
繹

』
、
本
歌
合
を
八
月

一
日
と
認

む

(第
八
巻
、

一

四
六
ぺ
ー
ジ
)
。
今
か
り

に
後

者
に
從

ふ
。

八
月
五
日
 
御
遊

に
て
箏
簗
を
所
作

(
明
月
記
)
。
次

い
で
鳥
羽
新
御
所
初
度

和

歌
御
會

[こ
亀
]
。
講
師
を
務

む

(
明
月
記
)。

八
月
十
日
 
院

の
有
心
無
心
連
歌

に
出
座

(明
月
記
)
。

八
月
十

一
日
 
院

の
有

心
無

心
連
歌
に
出
座

(明
月
記
)。

八
月
十
四
日
 
定
家
、
御
所

に
て
雅
経

よ
り

「
放
生
會
事
」
を
問

は
る
。

の
ち

定
家
、
雅
樫

ら
放
生
會

に
参
ず

(明
月
記
)。

八
月
十
七
日
 

院
の
城
南
寺
御
幸

に
供
奉
、

定
家

・
雅
経

に
會
話
あ

り

(
明
月

記
)
。

一26一



八
月

十
八
日
 
院

の
有
心
無
心
連
歌

に
出
座

(
明
月
記
)
.

八
月

十
九
日
 
通
光

の
久
我
亭
和
歌
管
絃
會

に
招

か
る
。
箪
築

を
所
作

、
次

い

で
詠
歌
あ
り

(
明
月
記
)
[不
載
]
。

九
月

六
日
 
御
遊

に
て
篁
策
を
所
作

(明
月
記
)。

九
月

二
十
五
日
 
清
範
、
定
家

に
新
古
今
歌

「
書
出
」
の
命

を
傳

へ
、
雅
経

を

遣

は
す

(助
手
と
し
て
か
)。

「
少

將
共
令
書
出
之
」
(明
月
記
)。

十
月

十
七
日
 
院

の
臨
幸
に
供
奉

(明
月
記
)
。

承
元
元
年

(
三
〇七譲

蘇

瓢

)

三
十
八
歳

聰
月

二
日
 
朝
朔
行
幸

に
供
奉

(明
月
記
)。

一
月

二
十

一
口
 
定

家
、
(
翌
日
の
會
の
た
め
の
)

歌
題
を
あ
た

へ
ら
る

(明
月

記
)。
雅
経

に
も
あ

る
か
。

臼
月

二
十

二
日
 
和
歌
所
御
會
始

冒
ま
』
。

三
月
七
日
 
鴨
御
祖
杜
歌
合

[自
q
心
ー
q
q
]
。
 
次

い
で
賀
茂
別
雷
杜
歌
合

(群

書
類
從
)
。
三
首
あ
り

[
不
載
]
。

四
月

一
日
 
定
家
、
旬
御
鞠

の
帰
途
、
「
川
原
」

に
て
雅
経

に
會

ふ

(
明
月
記
)。

ま
た

こ
の
日
雅
経
、
縮

に
歌
を

付

け

院

に

獄

ず

(明
月
記
四
月
三
日
條
)
[不

載
]
。

五
月
十
四
日
 
雅
経
、

秀
能

ら
和
歌
所

に
招
か
る
。

(
最
勝
四
天
王
院
御
堂
障
子

の
)
名
所
絶
に
つ
き
定
家
と

「
相
共
示
合

」
(
明
月
記
)。

名
所

の

「
沙
汰
」
、
四

月
二
十

一
日
條

よ
り
記
事
あ
る
も
雅

経
の
名
は

こ
の
日
初
出
。

「
少
將
依
見
東

國
、
且
依
仰
相
副
之
」
(明
月
記
)
。

六
月
四
日
 

「
早
旦
藤
少
將
來
談
」
(明
月
記
)
。

六
月
十
日

有
家
、
定
家

の
許

に
障
子
歌
を
持
参

.

こ
の
こ
ろ
他
の
歌
人
も
詠

進
か
。

六
月

十
八
日
 

「
藤
少
將
來
臨
、
所
螢
無
術
、

不
相
逢
」
(明
月
記
ヒ

七
月

二
十
九
日
 

御
遊

に
て
箏
簗
を
所
作

(明
月
記
)
、

十

一
月

二
十
七
日
 
最
勝
四
天
王
院
、
落
成

(明
月
記
)
。
[8
℃
ー
さ
寂
]
詞

書

に

「
最
勝
四
天
王
院
名

所
御
障
子
」
と
あ
る
は
六
月
詠
進
歌

の
す

べ
て
な
ら

ん
。

障
子
歌
に
選
ば
る
る
は
四
首

[℃
q
℃
導 
℃
℃
㎏
" 
N
Q
O
O
博 
NO
O
楓
]
。

こ
の
年

女
子
出
生

(承
久
元
年
六
月
の
項
を
蓼
照
さ
れ
よ
)。

承
元

二
年

(
三
C八
)
 

三
十
九
歳

四
月
七
日
 
雅
経

・
宗
長

・
泰
通
、
運
署

し
て
院
を
御
鞠
長
者
と
號
す
る
表
を

奉
る

(古
今
著
聞
集
巻
第
十

一
蹴
鞠
第
十
七
)。

閏
四
月
四
日
 
高
陽
院
和
歌
會

(
明
月
記
)
[自
q
下

こ
q
℃
]
。

詞
書

に

「
同
四

月
四
日
」
と
あ
る
は
誤

な
ら

ん
。
群
書
類
從
本
該
歌
詞
書
は

「
閏
」
と
す
。

閏

四
月
十
五
日
 
定
家
、
雅

経
の
家
を
借
る

(
明
月
記
)
。

五
月

二
十
四
日
 
定
家
、

(住
吉
砒
歌
合
の
)
題

を
あ

た

へ
ら
る

(
明
月
記
)。
雅

経

に
も
あ

る
か
。

五
月

二
十
九

日
 
佳
吉
社
歌
合

[鳶
N
◎
i
N
』Q
]
。

六
月

二
日
 

「
臨
曉
大
納
言
、
少
將
雅

経
被
示
歌
事
」
(明
月
記
)
。

十
二
月
九
日
 
任
左
中
將

(尊
卑
分
脈
、
公
卿
補
任
)
。

承
元
三
年

(
一.莞

) 

四
十
歳

一
月
十
三
日
 
兼
周
防
灌
介

(公
卿
補
任
)
.

春
こ
ろ
 
長
尾
祉
歌
合
。

一
首
あ

り

(夫
木
抄

「
蹄
雁
」)
[不
載
]
。

七
月
七
日
 

親
重

の
居
所

に
て
詠
歌

[謡
℃
軌
i
&
]
。 

群
書
類
從
本
該
歌
詞
書

「
承
久
三
年
」
と
す

る
は
誤
な
ら
ん
、

八
月
十
五
日
 
家
會

[鋸
念
i
q
昌
。
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承
元
四
年

(
≡
こ
 

四
十
 
歳

一
月
六
日
 
叙
從

四
位
上

(奪
卑
分
肱
)
.

三
月
二
十

日
 

南
殿

の
花
見
に
赴
き
、
土
御
門
中
納

言
定
通
と
贈
答

ま
]
り

三
月
こ
ろ
 
花
山
院

に
花
見
、
詠
歌

[N
恥
N
心
]
,

八
月
十

一
日
 

河
崎
和
歌
御
會

[自
N
呂

、

九
月
二
十

二
日
 
粟
田
宮
歌
合

[自
N
軋
ま

]
、

こ
の
年

新
羅
祭
に
て
詠
歌

[N
q楓
N
]
。

こ
の
年

次
男
教
定
生
る
。

建
暦
元
年

(三
二
號

旺
難

)

四
十
二
歳

[鎚

嵩

ー

閏

一
月
四
日
 
勅
題
歌
を
詠
進

冒
嵩
N
]
、、

閏

一
月
二
十

一
日
 
旬
御
鞠

に
参
ず
。

五
月
九
日
 
新
日
吉
競
馬
あ
り
。
雅
経
、
参
ぜ
ず

、

五
月
十
五
日
 
前
項

に
よ
り
、
召

し
籠
め
ら
る
。

五
月
十
八
日
 
院
鞠
會

に
参
ず
。

六
月

二
十
六
日

内
裏
蹴
鞠
會

に
参

ず

(以
上
五
項
、
大
日
本
史
料
所
引
道
家
公

鞠
日
記
)
。

九
月

二
十
四
日
 
任
大
臣
饗
御
習
禮
に
て
箏
簗
を
所
作

(御
遊
抄
)
。

十
月

二
十
二
日
 
大
嘗
會
御
喫
あ
り
、
行
幸
に
供
奉

(明
月
記
)
。

こ
の
秋
 
院
、
十
首
和
歌
を
催
す
か
。
雅
経
も
出
詠

(明
月
記
建
暦
二
年
十
二
月

四
日
條
)
[不
載

]。

こ
の
秋

雅
経
、
鴨
長
明

の
鎌
倉
下
向

に
同
行
す

と
の
説

あ
り
。
松
永
氏

、
吾

妻
鏡
お
よ
び
菟
玖
波
集
を
掲
ぐ
。
吾
妻
鏡

十
月
十

三
日
條

は

長

明

に

つ
い
て

[、依

二雅
経
朝
臣
之
畢

一
。
此
聞
下
向

」
と
す
る
の
み
.
雅
経

の
下
向

に
言
及
せ

ず

、
菟
玖
波
集
詞
書

(「
参
議
雅
経
と
と
も
な
ひ
て
東

へ
ま
か
り
け
る
に
う
つ
の
山
を

こ
え
侍
る
と
て
か
へ
て
を
も
て
」)
は
長
明
と
雅
経
と
の
連
歌

に
添

へ
ら
れ
た
る
も

の
な
れ
ど
年

記
な

し
.
久
曾
神
氏
、
右

二
資
料
に
加

へ
て
明
日
香
井
集
[N
恥
q
q
]

詞
書
「
〔年
記
な
し
〕
九
月
十
三
夜
、

す

二
か
の
關

に
と
ま
り
て
よ
め
る
」

を
掲

出
、 

「
年
代

は
不
明
で
あ

る
が
、
今

日
知
ら
れ
る
資
料

に
ょ
れ
ば
、
九
月

に
旅

路

に
あ

つ
た
の
は

こ
の
時

の
み
で
、

こ
の
歌
は
建

暦
元
年

の
こ
と
と
思
は
れ
、

九
月
十
日
頃
京
都
を
立
ち
、

下
旬
鎌
倉

に
つ
い
た
。」

と
推
定

さ
る
る
も
確
澄

な
し
。 
「
九
月

に
旅
路

に
あ

つ
た
」
可
能
性
あ
る
年
、

ほ
か

に
も
九
年
ほ
ど
あ

り
。
九
月
二
十
四
日

・
十
月
二
十
二
日
在
京

の
記
事
あ
れ
ば
な

ほ
菟
束
な
か
ら

ん
。

こ
の
秋
下
向

の
説

を
採
ら
ず
。

建
暦

二
年

(
三
三
)
 

四
十
三
歳

一
月
七
日
 

白
馬
節
會

に
参
ず

(明
月
記
)
。

一
月
九
日
 
院

の
某
所

へ
の
御
幸

に
供
奉

(
明
月
記
)。

一
月

二
十

一
一日
 
院
御
鞠
會

に
参
ず

(大
日
本
史
料
所
引
道
家
公
鞠
日
記
)
。

二
月

二
十
五
日
 
後
鳥
羽
院
紫
震
殿
花
下
三
首
和
歌
會

冑
N謎
ー

き
]
(大
日
本
史

料
所
引
玉
蘂
、
二
月
二
十
七
日
と
す
る
も

後
鳥
羽
院
御
集

・
明
日
香
井
集
と
も
に
二
月

二
十
五
日
と
あ
る
に
從
ふ
。
稔
呼
、
年
表
B
に
よ
る
)
。

三
月
二
日
 
院
、
最
勝
寺

に
行
幸
。
蹴
鞠
あ
り
。

雅
樫

・
宗
長
ら
参
ず

(
大
日

本
史
料
所
引
道
家
公
鞠
日
記
)。

四
月
二
十
七
日
 
定
家
、
(
の
ち
の
内
裏
詩
歌
合
に
つ
い
て
の
)

「
内

々
仰

」
を
受

く
。

五
月

一
日
 
九
條
道
家
、
(内
裏
詩
歌
合
に
つ
い
て
の
)

「
勅
定

」
を
受
く

(
大
日

本
史
料
所
引
玉
某
)。
雅
経

に
も
あ
る
か
。
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五
月
十

一
日
 
内
裏
詩
歌
合

[
鳶
cQ
」 
c◎α
]
。

六
月

二
十
九

日
 
道
家

の
任
内
大
臣
大
饗
御
遊

に
て
筆
簗
を
所
作

(
御
遊
抄
)
.、

七
月
六
日
 
箏
策

の
師

・
季
遠

を
追
善

し
詠
歌

[N
91℃
N
]
。

七
月
十
三
日
 

七
條
殿

へ
の
御
方
違
行
幸

に
供
奉

(明
月
記
)
。
定
家
、
七
條
殿

に
て
歌
題
提
出

を
求

め
ら
れ
雅
経
と
相
談

(「
示
合
」
)。
五
題
書
き
進

め
三
題
採

用
さ
る
。
定
家
、
そ
の
題

に
よ
る
詠
歌
を
命
ぜ
ら
れ
、
難
澁

し

つ

つ
も
詠
進

(
明
月
記
)
。
雅
経

の
詠
進

に

つ
い
て
は
不
明
。

七
月

二
十
三
日
 
道
家
家
詩
歌
會

に
出
詠
.
 
「
雅
経
朝

臣
、
歌
許
、
」
と
あ
り
、

出
座
は
せ
ず

か

(明
月
記
)
[
不
載
]
。

十
月
十
日
 
院

の
有
心
無
心
運
歌

に
出
座

(大
日
本
史
料
所
引
明
月
記
略
)
。

十
月
二
十
九

日
 
前
日
の
大
嘗
會
御
襖

に
つ
き
定
家
と
贈
答

冒
亀
q
」

・。N
]
。

十

「
月
十
五
日
 
某
所

に

「
公
卿
参
集
」
、
雅
経

の
名

あ
り

(明
月
記
)。

十
二
月

嗣
日
 
参

内

(
明
月
記
)。

十

二
月
四
日
 

「
去
秋

十
首
歌
」

に
つ
き
院

よ
り

「
雅
経
朝
臣
第

一
之
由
有
沙

汰

云
云
」
(
明
月
記
)
。

十

二
月
十
日
 
院

の
有
心
無
心
連
歌

に
出
座

(明
月
記
)
。

十
二
月
二
十

八
日
 
院

の
有
心
無
心
連
歌

に
出
座
。
蹄
路
、
定

家
と
同
車
、
談

あ

り

(
明
月
記
)。

十

二
月
二
十
五

日
 
内
侍
所
御
神
樂

に
て
纂
築
を
所
作

(順
徳
院
震
記
)
。

こ
の
年

詠
歌

[N
㎏
℃
℃ー
N
恥
q
N
]
。

こ
の
年
 
家
會

冒
雛
昌
。
(
こ
の
年
九
月

・十
二
月

に
補
記
あ
り

〔注
2
〕)

建
保
元
年

(
三
=購

轟

針
二
) 

四
十
四
歳

隔
月
十
日
 
高
陽
院
仙
洞
連
歌
會

. 

「
雅
経
朝
臣
不
参
、
是
又
不
知
其

由
、
無

催

云
々
」
(
明
月
記
)。

一
月
十
三
日
 
某
所

へ
の
御
幸
に
供
奉

(
明
月
記
)。

三
月
十

鞠
日
 
鳥
羽
殿
に
て
朝
蛾
行
幸
御
遊
あ
り
。
雅
経
も
出
席

か

(御
遊
抄
、

拍
子

・
笙
の
あ
と

「
自
余
略
之
」。
「雅
経
卿
記
云
」
の
注
記
存
す
る
に
依
り
推
定
)。

三
月
十
六
日
 
内
侍
所
御
神
樂

に
て
箏
簗
を
所
作

(
順
徳
院
震
記
)。

四
月
八
日
 
灌
佛
會

に
出
席

(明
月
記
)
。

四
月
八
日
 
院
御
所

に
て
の
蹴
鞠

に
参

加

(
明
月
記
)
。

四
月
十

一
日
 
院
御
所

に
て
の
蹴
鞠

に
参

加

(明
月
記
)
.

四
月
十

二
日
 
院
御
所

に
て
の
蹴
鞠

に
参
加
か

(
明
月
記
四
月
十

一
日
、
十
三
日

條
の
僻
句
よ
り
推
定
)
。

四
月
十
三
日
 
行
幸
に
供
奉
.
次

い
で
定
家
と
談
あ
り

(
明
月
記
)。

四
月

二
十
六
日
 
九
條
塔
供
養
、

「
修
明
門
院
御
方
」

の

「
布
施
」
役
と
し
て

雅
経

の
名

あ
り

(明
月
記
)
。

五
月

二
十
四
日
 

院
の
高
陽
院
よ
り
閑
院
内
裏

へ
の
還
御

に
供
奉

(
明
月
記
)。

七
月
十
七
日
 
松
尾
吐
歌
合

[自
鴇

l
QO℃
]
。

七
月

二
十
四
日
 
定
家
を
訪

ひ
談
ず

。 

「
未

時
許
二
條
中
條
過
談
、 

〔以
下
墜

行
〕
自
關
東
被
示
草

子
等
事

云

々
」
(
明
月
記
)。
實
朝

よ
り
請
は
れ
た
る

「
和

歌

ノ
文
書

」
(
吾
妻
鏡
八
月
十
七
日
條
)
の
件
を
定

家
に
依
頼
か
。

七
月
二
十
五
日
 
灌
大
納
言
藤
原
師
経
、

伊
勢

に

獲
遣

さ
る
。

雅
経
も
随
行

(
明
月
記
)
。

七
月
二
十
七
日
 
閑
院

↓
堂
供
養

に
参
ず

(
明
月
記
)
、

八
月
七
日
 
内
裏

歌
合

口
送
噺
i
℃
N
]
。

八
月
十
七
日
 
定
家
の
雅
経
に

「
付

ヶ
テ
」

贈
れ
る

「
和
歌

ノ
文
書
」
、
實
朝

の
許

に
届
く

(吾
妻
鏡
)
。
記
事
よ
り
、
定
家
↓
雅
経
↓

(雅
経
の
義
父
)
大
江
廣

元

↓
實
朝

の
順
と
推
定

さ
る
、

八
月

二
十
七
日
 
修
善
所

に
て
の
講
鑓

に
参
ず

(
明
月
記
)
。
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九
月
十

三
日
 
内
裏

歌
合

[こ
℃。。i

鵡
O
巳
。

閏
九
月
五
日
 

院
有
心
無
心
連
歌

に
出
座

(明
月
記
)
,

閏
九
月
十
九
日
 
内
裏

歌
合
[」
⑩
O
N-
O
恥
]
。
群
書
類
從
所
牧
歌
合
本
文

・
和
歌

合
略
目
録
、

「
仙
洞
歌
合
」
と
す
。
詞
書

お
よ
び
年
表

A

・
B
に
從

ふ
。

十
月
十
四

日
 
和
歌
所
當

座
歌
合

[趨
O
心
1
も
c。
]
。

十

一
月
七
日
 
定
家
、
實
朝
よ
り

(雅
経
を
通
じ
)
請
は
れ
た
る
萬
葉
集
を
獲
途

(明
月
記
翌
日
條
)。

十

「
月
八
日
 
定
家
を
訪

ひ
談
ず

(
明
月
記
)
。

十

一
月
十
日
 
参
内

(
明
月
記
)
。

十

國
月
十
二
日
 
参

内

(
明
月
記
)
。

十

■
月
十
四
日
 
豊

明
節
會

に
参
ず

(
明
月
記
)。

十

幽
月

二
十
三
日
 
定
家

「
相
傳
」
の

「
私

本
萬
葉
集

一
部
」
、
實
朝

の
許
に

属
く
。
雅
経
の
仲
介

に
よ
る

(吾
妻
鏡
)
。

十

順
月

二
十
四
日
 

某
所

へ
の
行
幸
に
供
奉

(明
月
記
)
。

十

一
月

二
十
八
日
 
太
神
寳
使
獲
遣

に
随
行

(明
月
記
)。

十

二
月

二
日
 
蹴
鞠
に

つ
い
て

「
紫
革
機
」
を
聴
さ
る
。
 
「
鞠
被
聴
紫
革
機
、

是
殊
事
云

々
、
被
聴
人
、

宗
長
朝
臣
、

雅
経
朝

臣
、

忠
信
卿
、

有
雅
卿
也
」

(明
月
記
)。

十

二
月
十

二
口
 
内
侍
所

御
神
樂

に
て
筆
策
を
所
作

(
順
徳
院
震
記
)
。

十

二
月

二
十
六
日
 

御
佛
名

に
参
ず

(
明
月
記
)
。

建
保

二
年

(
一三
四
) 

四
十
五
歳

禰
月
三
日
 
高
陽
院

に
て
朝
観
行
幸
御
遊
あ
り
。

雅
経
も
出
席
か

(御
遊
抄
、

拍
子

・
笙
の
あ
と

「
自
余
略
之
」。
「
雅
経
卿
記
云
」
の
注
記
存
す
る
に
依
り
推
定
)。

一
月
五
日
 
叙
正
四
位
下

(
尊
卑
分
豚

.
公
卿
補
任
)
。

一
月
七
日
 

白
馬
節
會

に
参
ず

(
明
月
記
)。

一
月
十
三
日
 
任
伊
與
介

(公
卿
補
任
)
、

二
月
三
日
 

内
裏
詩
歌
合

(
明
月
記
)

[趨
さ
]
、

詞
書
は

「
内
裏
詩
歌
合
/
野

外
霞
」
の
み
。
年
記

・
日
付
な
し
。

こ
の
歌
、
新
千
載
集

に
採

ら
れ
、 

「
建
保

三
年
内
裏
詩
歌
合
に
、
野
外
霞
」
と

の
詞
書
あ

る
も
、
建
保

三
年

に
内
裏
詩
歌

合
の
記
録
な

し

(年
A

・
B
)
。
今

こ
れ
を
建
保

二
年

の
誤

と
見

て
こ
こ
に
属

せ

し
む
。
歌
題

は
適
合
す

(
こ
の
歌
合
の
歌
題

「野
外
霞
」
「河
上
花
」
な
7
こ
と
明
月

記

・
順
徳
院
御
集
な
ど
よ
り
推
定
せ
ら
る
。
久
保
田
氏

つ
と
に
述
べ
ら
れ
た
り

〔『藤
原

家
隆
集
と
そ
の
研
究
』
四
九
六
ぺ
ー
ジ
〕
)
。

な
ほ
こ
の
歌
、

群
書
類
從
本
明
日
香

井
集

に
は
な
し
。
ほ
か
に
こ
の
と
き

の
雅
経
歌
、
夫
木
抄

「
霞

」
に

一
首
あ
り

[
不
載
]
。

三
月

二
十
日
こ
ろ
 
順
徳

天
皇
と
贈
答

冑
§

ー
叱
呂

。

詞

書

に

「
建
保
二
年

三
月
廿
日
比
」
云
々
と
あ
り
。
同
じ
贈
答
、
順
徳
院
御
集

に
も

見

え

[雛
q
ー

蜘
葵
]
、
三
月
十
日
の
こ
と
と
す
。
今
か
り
に
前
者
に
從

ふ
。
な

ほ
こ
の
歌
、
群

書
類
從
本
明
日
香
井
集

の
詞
書
は

「
建
保
三

(
ニ
イ
)
年

」
と
す
。

三
月

二
十
九

日
 

院
御
所

に
て
蹴
鞠
。
雅
経
、
遅
参

に
依

り
勘
責
を
受
け
、
籠

居

(明
月
記
)。

七
月

二
十
五
日
 
百
首
歌
を
詠
み
始

む
[聴
℃
i
鳶
N
]
。

八
月
十
五
日
 

(
八
月
二
十
七
日
披
講
の
)
後
鳥
羽
院
仙
洞
秋

十
首

歌
合

の
た
め

詠

進
か

(八
月
二
十
七
日
條
を
参
照
さ
れ
よ
)
。

八
月
十
六
日
 

内
裏
歌
合

[鵡
O
℃1
恥
軸
]
。
詞
書
、
「
秋
十
五
首

歌
合
 
同
二
年
」

と
す
。
日
付
な

し
。
稻
呼

・
日
付
、
群
書
類
從
所
牧
歌
合
本
文

に
從

ふ
。
和
歌

合
略
目
録

は

「
秋
十
五
題
齪
歌
合
」
と
す
。

八
月

二
十
七
日
 
後
鳥
羽
院
仙
洞
秋
十
首

歌
合

[趨
㎏心
i
M
℃
]
。
詞
書

に
は

「
秋

十
首
撰
歌
合

〔以
下
墜
行
〕
同
八
月
十
五
日
/
於
水
無
瀬
殿
被
調
之
」
と
あ

り
。
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年
表

A
、
明
月
記

に
基
き
披
講

は
八
月
二
十

七
日
と
し
、

「
15
日
あ
る
い
は
16

日
と
記
す
も

の
あ
る
は
、

そ
の
こ
ろ
各

作
者
詠
進
か
」
と
推
定
。
今

こ
れ

に
從

ふ
。

八
月

一
一十
九

日
 
水
無
瀬
殿
秋
十
首
撰
歌
合

(年
表
B
)
。

雅

経
、 

「
讃

上
」

(
明
月
記
)
。
撰
歌
の
内
容

は
未
詳
。
ま
た
こ
の
日
雅
経
、

「
去
十
六
日

・
仙
洞

・
秋
十
首
歌
合
」
を

「
爲

シ
進
ズ
」
(吾
妻
鏡
)
。
年
表
A
、

こ
れ
は

(
八
月
二
十

七
日
披
講
の
)
秋
十
首
歌
合

を

「
早
く

に
」

書
爲

し
た
る
も

の
と
す
。

日
撒

に

無
理
な
か
ら
ん
や
。
年
表

B
、

こ
れ
は
八
月
十
六
日
内
裏
歌
合
を
書
爲

し
た
る

も
の
と
す
。
八
月
十
六
日
内
裏
歌
合
は
十
五
首
歌
合
ゆ
ゑ
、
年

表
B
は
吾
妻
鏡

を
誤
と
見

る
な
ら
ん
。
今
、
爾
説

併
記
に
留
む
。

九
月
三
日
 
後
鳥
羽
院
仙

洞
當
座
歌
會

[N
卜o
恥◎
i
恥
N]
。 

群
書
類
從
本
明
日
香

井
集
、
九
月
十
三
日
と
す
。
私
家
集
大
成
本
明
日
香
井
集

・
後

鳥
羽
院
御
集
の

詞
書

に
從

ふ
。

九
月
十
四
日
 
後

鳥
羽
院
和
歌
所
歌
會

[N恥
誌
]。

九
月

二
十
九
日
 
月
卿
雲
客
歌
合

[N
㎏
恥
Qi
軸
軌
]
。

和
歌
合
略
目
録

・
順
徳
院

御
集
、
九
月
二
十
五
日
と
す
る
も
、
今
、
明

日
香
井
集

(爾
本
と
も
同
じ
)
に
從

ふ
。
年
表

A

「,
〔
9
月
〕
25
内
裏

月
卿
雲
客
妬
歌
合

〔明
香
ご

は
不
審
。

九
月

三
十
日
 
月
卿
雲
客
妬
歌
合

[趨
ま
1
恥
。。]
。

十

二
月
十
三
日
 
大
炊
御
門
殿
成

り
、

院
、

修
明
門
院
と
と
も
に
移
御
。

雅

経
、
修
明
門
院
渡
御

に
供
奉

(
大
日
本
史
料
所
引
仙
洞
御
移
徒
部
類
記
)。

十

二
月
十
六
日
 
臨
時
御
會

に
て
筆
簗
を
所
作

(御
遊
抄
)。

建
保

三
年

(
一三
五
 
四
十
六
歳

一
月

三
日
 
臨
時
御
會

に
て
箏
簗
を
所
作

(御
遊
抄
)
。

闇
月
十
四
日
 
賀
茂
杜

へ
詣

で
詠
歌

冒
ミ
呂
。

六
月
二
日
 
四
十
五
番
歌
合

冒
送
働
i
壌
]
。
詞
書
は

「
仙
洞
歌
合
」
。

稻
呼
、

群
書
類
從
所
牧
歌
合
本
文

に
從

ふ
,

六
月

十

一
日
 
内
裏
當
座
月
卿
雲
客
妬
歌
合

(群
書
類
従
)。

雅
経
、

三

首

出

詠
。
う
ち

一
首

の
み
明

日
香
井
集

に
載

る

[趨
逡
]
。

該
歌
、

群
書
類
從
本
明

日
香
井
集

に
な
し
。

六
月

十
八
日
 
内
裏
歌
合

[」㎏
楓
Ni
藤
q
]
、
詞
書
、
「
内
裏
歌
合

同
三
年
六
月
日
」

の
み
。
順
徳
院
御
集

な
ど

に
依
り
補

ふ
。

八
月

二
十

一
日
 
内
裏
連
歌
狂
歌
合

に
出
座

(明
月
記
)
。

九
月

二
十
九
日
 
定
家
、
(
明
年
に
成
立
す
る
)
後
鳥
羽
院
百
首

の

題
を
あ
た

へ

ら
る

(明
月
記
)
。
雅
経
に
も

こ
の
こ
ろ
あ
る
か
。

ま
た

こ
の
日
雅
経
、
鎌
倉
下

向

に
つ
き
定

家
と
購
答

[N
楓
cQN
-l
cccO]
。
同
夜
、

定
家
、
 

「
饒
す

と
て
」
雅
経

に

一
首
贈
る

[虞
c◎℃
]
。

十
月

一
日
 
賀
茂
杜

に
詣
で
詠
歌

[虞
℃
O
]
。

こ
の
の
ち
鎌
倉

へ
向
け
出
立
か
。

旅
中
、
歌
あ
り
曽
念
Nー

ま
雛
]
。
順
徳
院
御
集

[q
N恥
-
娠
N
心
]

に

こ
の
こ
ろ
の

贈
答
あ
り
。
詞
書

「
同
十
月
比
、
雅
経
朝
臣
、
東
國

の
か
た

へ
ま
と
る

(
マ
マ
)

と
て
、
道
よ
り
女
房
中

に
申

し
け

る
」

冒
範
]
・
「
返
し
、
女
房

に
か
は
り
て
」

[
q
N
心
]
。

十
月
下
旬
 
鎌
倉

に
到
着
、
順
徳
天
皇
に
歌
を
迭
る
か
。
明
日
香
井
集

冒
訟
q
]

詞
書

に
は

「
關
東

へ
く
た
り

つ
き

て
、

仙

洞

へ
奏
せ
さ
せ

侍
け
る
」

と
あ

る

も
、
順
徳
院
御
集

[q
N
恥
]
(歌
は
同

一
)
詞
書

は

「
同
十
月
比
、

雅
経
朝
臣
、
東

國

の
か
た

へ
ま
と
る

(
マ
マ
)
と
て
、

道

よ
り
女
房
中
に

申
け
る
」
と
道
中

か

ら

の
歌

と
す
。

十
月
二
十
七
日
 

天
皇

よ
り
返
歌

冒
い
鴇
]
。
鎌
倉

に
て
落
手
か
。
詞
書

「
展
筆

の
御
返
歌
、
十
月
二
十
七
日
た
ま
は
り
て
侍
け
る
」
。

順
徳
院
御
集

[軌
慶
]
(
歌

は
同

一
)
詞
書

は

「
返
し
、
女
房

に
か
は
り
て
」

の
み
。
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建
保
四
年

(
三
一六
)
 

四
十
七
歳

隔
月
四
日
 
臨
時
御
會

に
て
箏
簗
を
所
作

(御
遊
抄
)
.

二
月
五
日
 
定
家

こ
の
日
ま
で
に
後
鳥
羽
院
百
首
を
詠
進
せ
よ
と
の
命
を
受
く

(
明
月
記

一
月
二
+
八
日
條
)
。
雅
経
も

こ
の
日
ま
で
に
詠
進

か

[鳶

。。ー
。。鷺
」
。

詞
書

は
年
記
の
み
。

三
月
二
十
八
日
 
任
右
兵
衛
督

(
奪
卑
分
豚

.
公
卿
補
任
)
、

三
月

二
十
九
日
 
前

項
に
つ
き
定
家
と
贈
答

[ま
恥
楓
ー
Q
軌
」
.

閏
六
月
九
日
 
内
裏

百
番
歌
合

[
鵡
心
N
ー
ま
]
。

九
月
二
十
日
 
院

の
熊
野
御
幸

の
途
次
、
湯
淺
宿
當
座
和
歌
會

q
ま
下

O
出
。

日
付
は
詞
書

に
從
ふ
。
年
表

A
は
八
月
二
十
日
、
年
表

B
は
八
月
二
十
五
日
と

す
。

十
月
十

■
日
 
嵯
峨
殿
庚
申
當
座
和
歌
會

[誌
亀
]
。
年
月
無
記
な
が

ら
[鍵
逡

ー

底
ミ
]
も
あ
る
い
は

こ
の
と
き

の
作

か

(詞
書
よ
り
推
定
)。

十
月
 
二
題
二
首
歌
合
[
N鋤
℃
N
ー
℃馳
]
(
年
表
A
の
稻
呼
)
。

十

一
月

隔
日
 
内
裏

歌
會

[N㎏
軌
恥I
q
い
]
。
講
師

を
務
む

(明
月
記
)
.

十
二
月

二
日
 
父
頼
経
卒
す

(尊
卑
分
豚
)
。

十

二
月

八
日
 
中
殿
御
會

に
て
筆
簗
を
所
作
(
順
徳
院
震
記
)
。
父
の
死
、
未

だ
傳

は
ざ
る
か
。

十
二
月
十
六
日
 
内
侍
所
御
伸
樂
あ
り
.
雅
経

の
名
な
し
。

「
今
夜
箪
簗
左
道

無
極
」

「
箏
簗

〔以
下
讐
行
〕
左
少
將
定
親
/
初
度

、」
(順
徳
院
震
記
)。
こ
の
日

以
前

に
父

の
死
傳

は
り
雅
経
服
喪
、
よ

つ
て
急
遽
新
人
を
起
用
し
た
る
も

の
か
。

建
保
五
年

(
一三
七)
 

四
十
八
歳

四
月
十
七

日
 
後
鳥
羽
院
庚
申
詩
歌
會

[N妬
&
ー
こ
]
。
雅
経
は
詠
進

の
み
、
出

座

せ
ず

(
明
月
記
)
。

八
月
十
五
日
 
右
大
將

(
通
光
)
家
歌
合

(群
書
類
從
)
。
二
首
あ

り
[不
載

]
。

八
月

二
十
七
日
 
服
喪
終
り
復
任

(
公
卿
補
任
)。

九
月
 
右
大
臣

(道
家
)
家
歌
合

冒
蔑
N
-
N
q
]
.

十

口
月
四
日
 
内
裏
歌
合

冒
鴇
N
ー
。。呂
。

建
保

六
年

(
三
天
) 

四
十
九
歳

鞠
月
五
日
 
救
從

三
位

(公
卿
補
任
)
に
つ
き
定
家
と
贈
答
冒
O
越
i
鍵
」
。

八
月
十

一
日
 
内
裏
御
會

[N⑩
○○心
]
。

八
月
十
三
日
 
中
殿
御
會

[ま
N
』
]
。
箏
策
を
所
作

(
晴
御
會
部
類
記
)
。

九
月
十
三
日
 
内
裏
歌
會
あ
る
も
不
参
。

「
雅
経

ハ
中
殿
巳
後

所
螢
加
層
。

不

能
知
東
西
。
侃
不
参
」
(順
徳
院
廣
記
)
。

十
月
二
日
 
内
裏
歌
會
あ
る
か
[N
㎏
QO軌
i
c◎O
]
。
詞
書

に
は

「
同
十
月
二
日
」
の

み
。
詞
書

の
拉
び
よ
り
推
定
。

承
久
元
年

(三
充
健
謹

薙

。
) 

五
十
歳

六
月
 
こ
の
こ
ろ
よ
り
雅
経

の
女
子

(「
中
將
忠
嗣
朝
臣
室
/
歳
士

二
」)
、
患

ふ
冑

題
Q。
詞
書
]
)
。

七
月
七
日
 
前
項
に

つ
き
詠
歌

冒
総
。。]
。

七
月
九
日
 
女
子
、
残
す
。

こ
の
と
き

ょ
り
八
月
九
日
に
か
け

て
哀
傷
歌
を
詠

む

[N
噺
℃
℃
l
N
噺
㎏
U
]
。

承
久
二
年

(
三
二〇
) 

五
十

一
歳

二
月
十
三
日
 
内
裏
歌
會
[[趨
鎗
ー
c。c。
]
。 
「
所
勢

」
に
依
り
出
詠

の
み
、
出
座

せ
ず

(順
徳
院
震
記
)。
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七
月
十
七
日
 
影
供
三
首
歌
を
詠
む

[N軸
心
㎏
堕 
N襲
N軌
" 
N
心
心
q
]
.

八
月
十
五
日
 
内
裏
詩
歌
會
[
趨
。。O
i
諮
℃
昌
。 
「
所
劣
」
に
依

り
出
詠
の
み
、

出
座
せ
ず

(順
徳
院
震
記
)。

十

二
月
十
八
日
 
任
参
議

(公
卿
補
任

.
尊
卑
分
豚
)
。

こ
の
年
 

こ
の
年
ま
で
に
道
助
法
親

王
家
五
十
首

和

歌

を

出

詠

か

[℃
這
i

&
。。]
。
詞
書
に
は
年
記
な
し
。
成
立
時
期
、
諸
説

あ
り
。

『
藤
原
家
隆
集
と
そ

の
研
究
』
に
從

ふ
。

承
久

三
年

(
三
三
)
 

五
十
二
歳

口
月
十
三
日
 
兼
美
作
灌
守

(公
卿
補
任

・
奪
卑
分
豚
)
。

二
月

二
十

二
日
 
内
裏

二
首
和
歌
會

。
講
師
を
務
む

(順
徳
院
震
記
)。

三
月
七
日
 
内
裏
春

日
肚
歌
合

[趨
℃楓
ー
℃
q
]
。

三
月
十

嗣
日
 
死
去

(奪
卑
分
肱

.
公
卿
補
任
)
。

 
注

1
 

正
治
二
年
院
二
度
百
首

よ
り
六
首

[竈
N

℃
自
ド

自
。。
鴇

N
へ。9
 
鋸
q
"

 
『
呂
、
建
仁
元
年
老
若
五
十
首
歌
合

よ
り
七
首

[鵯
勲

ミ
N
糟
c。c。9

ε
ト

 
℃
0
9

8
9

£
q
]
。

2
 
補
記

 

(建
暦

二
年
)

 
九
月
 
内
裏
秋
十
首

(明
月
記
九
月
二
十
八
日
條
)
に
出
詠
か
。

明
月
記
本

年
十
二
月

四
日
條

に

「
去
秋
十
首
歌
自
院
被
申

之
、
御
覧

了
被
書
爲
返
上

 
云
々
、雅
経
朝
臣
第

一
之
由
有
沙
汰
云
云
」
と
あ

り
。
「
去
秋

十

首

歌
」
、

 
不
明
な
る
も
、
本
年

の

「
(過
ぎ
し
)
秋
」
の
意

と
す
れ
ば

こ

れ
を

指

す

 
か
。
さ
す
れ
ば
雅
経
も
出
詠

と
見
る

べ
し
。
た
だ
し
、
[
不
載
]
。

十

二
月
 
後
鳥
羽
院
五
人
百
首

(明
月
記
+

一
月
二
十
二
日
、
+
二
月
二
日
等

條
)
。
出
詠
老
、
院

・
定
家

・
家
隆

・
秀
能

は
到
明

(『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研

究
』
四
八
八
ペ
ー
ジ
)
。
ほ
か

]
人
不
明
。
雅
経

な
ら
ん
。

明
月
記
十

二
月

四
日
條

(前
項
に
引
用
)
の
院

の
感

想
か
ら
推
察

す
る
に
、
伎
備

の

鮎

か

ら
も
適
當
。
内
裏
秋
十
首

に
刺
激

を
受
け
、
計
書
さ
れ
し
も

の
か
。
た
だ

し
、

[不
載
]
。

(右
二
項
は
成
稿
後
に
賜
つ
た
久
保
田
淳
氏
の
直
話
を
、
久
保
田
氏
の
お
許
し
を

得
て
筆
者
な
り
に
纒
め
た
も
の
。
な
ほ
、
後
項
に
つ
い
て
は
久
保
田
氏
ご
自
身
、

「
歌
を
誼
む
と
い
う
こ
と
ー

藤
原
定
家
の
作
品
に
即
し
て
l

」

[『國
文
學

解

繹
と
教
材

の
研

究
』
二
十
九

ノ
ニ
、

一
九

八
四
〕
で
鰯
れ
ら
れ

て
ゐ

る
。)

 
付

記

一
、
本
稿
は

一
九

八

一
年

一
月
、
岩
松
研
吉
郎

に
提
出

し
た
卒
業
論
文
を
も

と
と
し
て
ゐ
る
。

二
、
本
稿
成
稿
後
、
中
世
文
學
會

一
九

八
三
年
秋

季
大
會

に
於
て
黒
柳
孝
夫

氏
は

「
鴨
長
明

『
近
代
歌
膿

の
事
』
と
實
朝
を
襲
表
さ
れ
、
資
料

と

し

て

雅
経
年
譜
を
配
ら
れ
た
。

三
、
久
保
田
淳
氏

に
は
種

く
ご
教
示

に
あ
つ

か
つ
た
。

し
る
し
て
特
段

の
謝

意

を
呈
し
た
い
。
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